
過
ぐ
る
太
平
洋
戦
争
は
、
連
合
脚
に
対
し
て
川
本
の
無
条
件
降
伏
と
い
う
、
象
じ

め
な
結
果
に
終
わ
っ
て
か
ら
足
か
け
五
卜
年
に
な
っ
た
。
こ
の
半
世
紀
の
間
に
は
朝

鮮
戦
争
や
、
東
南
ア
》
Ｚ
，
に
は
戦
争
が
股
期
間
に
豆
っ
て
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
１
Ⅱ

本
は
平
和
が
保
た
れ
、
職
争
に
は
巻
き
込
ま
れ
ず
に
今
日
に
至
っ
た
。

敗
戦
以
前
の
Ｈ
本
は
、
明
洽
・
《
卜
し
八
年
の
Ⅱ
滴
戦
争
を
は
じ
め
、
ま
る
で
十
年

刻
み
に
戦
争
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
：
《
卜
し
八
年
に
は
Ｈ
臨
戦
や
、
大
旺
年
間
に

は
軸
・
次
枇
界
人
戦
、
昭
椥
』
ハ
ヒ
年
に
は
枇
川
蛎
変
、
十
二
年
里
に
は
Ｈ
支
小
変
が

ぼ
っ
発
、
こ
れ
が
氏
引
い
て
そ
の
ま
ま
卜
六
年
１
．
一
月
八
川
に
は
米
、
災
に
も
戦
い

を
穴
し
、
文
字
通
り
第
二
次
仙
界
大
職
に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。
Ⅱ
淌
戦
や
か
ら
敗

戦
ま
で
戦
や
時
代
も
五
卜
年
で
あ
る
。

こ
の
戦
争
時
代
は
川
本
脚
比
で
、
戦
争
と
叩
隊
に
関
係
の
な
い
人
は
な
か
っ
た
と

遺
族
が
国
、
県
な
ど
か
ら
も
と
て
４

族
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
さ
え
思
っ

争
で
、
亡
く
な
っ
て
い
る
。

思
わ
れ
る
。
子
供
を
失
っ
た
り
、
親
を
亡
く
し
た
り
、
ｆ
人
が
戦
死
し
た
り
、
名
番

の
戦
死
と
い
っ
て
、
か
け
が
い
の
な
い
肉
親
を
失
っ
て
も
涙
も
見
せ
な
い
と
、
新
聞

な
ど
が
伝
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
潤
み
に
わ
が
家
を
兇
る
と
、
明
治
二
十
上
年
九
〃

に
、
祖
父
が
日
清
戦
争
に
例
喋
さ
れ
た
と
い
う
。
北
満
に
出
征
し
戦
争
は
勝
っ
た
と

い
う
の
で
、
二
十
八
年
九
〃
購
れ
て
凱
旋
と
い
う
帰
国
の
途
中
、
病
に
冒
さ
れ
、
仙

台
の
陸
軍
病
院
で
九
月
二
十
七
日
戦
病
死
し
て
い
る
。
二
十
七
才
で
、
妻
と
二
才
に

に
式
を
終
え
て
、
正
午
に
嘔
大
放
送
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
た
。
放
送
が
あ
っ
て
敗
戦

を
知
り
脾
く
ぼ
う
然
と
し
て
い
た
が
、
や
が
て
中
隊
長
の
話
、
わ
れ
わ
れ
将
校
は
ど

ん
な
此
征
を
負
わ
さ
れ
る
か
、
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
。
午
前
中
快
晴
で
あ
っ
た
の

に
午
后
急
に
雨
、
そ
れ
も
豪
雨
と
な
っ
た
の
に
は
自
然
も
変
だ
と
ひ
そ
ひ
そ
話
を
し

て
い
た
。

敗
戦
終
戦
を
確
か
め
る
と
中
隊
長
が
、
腋
号
沸
や
写
真
は
一
枚
も
残
さ
ず
焼
き
捨

て
る
よ
う
に
と
、
指
示
さ
れ
た
。
三
Ｈ
間
も
蛍
砿
品
の
焼
却
に
か
け
た
の
は
誰
も
予

抵
も
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
兵
器
、
通
信
機
材
な
ど
の
厳
亜
な
手
入
れ

を
し
て
、
中
悶
側
へ
渡
す
準
術
を
し
た
。
当
然
武
装
解
除
も
さ
れ
る
も
の
と
し
た
が
、

終
戦
か
ら
一
週
間
も
経
っ
て
か
ら
、
北
京
城
門
の
警
術
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
戦
争
終
わ
っ
た
の
に
何
が
整
術
だ
」
と
み
ん
な
疑
問
に
思
っ
た
。
だ
が
、
そ
こ

は
敗
戦
国
だ
。
一
日
に
十
人
ぐ
ら
い
づ
つ
出
て
北
京
の
城
壁
整
備
に
就
か
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
四
ヵ
月
以
上
も
続
き
、
二
十
年
の
暮
れ
に
復
員
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

旧
嘉
瀬
村
の
忠
魂
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
大
正
九
年
だ
と
い
う
。
戦
前
は
毎
年
の

よ
う
に
村
で
招
魂
祭
を
催
し
て
い
た
。
国
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
人
の
慰
霊
の
た
め

に
手
厚
く
供
餐
さ
れ
て
い
た
。
日
清
日
露
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
兵
士
は
嘉
瀬
で
も
六

人
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
私
の
祖
父
勘
太
郎
と
鳴
海
永
太
郎
と
い
う
人
は
日
清
戦

私
は
子
供
の
頃
、
よ
く
父
に
同
伴
し
て
県
招
魂
祭
（
弘
前
公
園
内
の
護
国
神
社
）

や
郡
の
慰
霊
祭
（
五
所
川
原
の
永
福
神
社
一
に
参
拝
し
た
。
大
東
亜
戦
争
に
な
っ
て

か
ら
の
昭
和
十
七
年
四
月
に
は
靖
国
神
社
に
も
参
拝
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
戦
前
の

遺
族
が
国
、
県
な
ど
か
ら
も
と
て
も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
。
子
供
心
に
も
戦
没
者
遺

太
平
洋
戦
争
と
日
本
の
平
和

村
の
忠
魂
碑
を
大
事
に
し
た
い

て
い
た
○

な
る
私
の
父
を
残
し
て
の
他
界
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
こ
と
だ
か
ら
写
真
さ
え

あ
り
ま
せ
ん
。

祖
父
の
弟
も
日
臨
戦
争
に
召
集
さ
れ
、
生
還
し
て
い
る
。
父
は
大
正
の
始
め
に
現

役
で
兵
隊
に
二
年
間
服
役
し
て
い
る
。
丁
度
第
一
次
世
界
大
戦
の
頃
だ
が
戦
地
に
は

行
か
ず
に
済
ん
だ
と
い
う
。
私
は
大
東
亜
戦
争
の
末
期
に
現
役
で
、
北
支
山
西
省
の

山
奥
に
連
れ
て
征
か
れ
た
。
十
九
年
一
月
で
あ
る
。
入
隊
し
て
三
ヶ
月
日
に
は
大
規

模
の
西
北
河
南
作
戦
が
あ
り
、
急
に
二
つ
星
の
肩
章
を
つ
け
て
駆
り
出
さ
れ
た
。

九
川
か
ら
下
ｔ
官
候
補
の
特
別
教
育
が
行
わ
れ
た
。
十
二
月
に
は
北
京
に
あ
る
教

育
隊
に
派
適
さ
れ
、
こ
こ
で
も
散
散
し
ぼ
ら
れ
た
。
こ
の
教
育
隊
で
は
た
っ
た
三
Ⅱ

間
だ
が
、
親
友
の
沢
佃
繁
一
さ
ん
（
鍛
治
町
の
同
級
生
）
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

安
心
し
た
り
、
藻
ん
だ
り
も
束
の
間
、
沢
田
さ
ん
は
旅
団
通
偏
隊
、
私
は
師
団
通
伯

と
こ
ろ
が
大
東
亜
戦
争
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
、
敗
戦
と
い
う
こ
と
で
、
軍
隊

だ
の
戦
死
な
ど
と
い
う
の
は
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
、
肩
身
の
せ
ま
い
お
も
い
を
し
た

も
の
だ
。
私
が
復
員
帰
郷
の
時
、
酒
気
を
お
び
た
中
年
の
男
が
列
車
内
で
盛
ん
に

「
軍
隊
が
だ
ら
し
な
い
か
ら
戦
争
が
負
け
た
」
と
わ
め
い
て
い
た
。
年
末
で
窓
ガ
ラ

ス
が
何
カ
所
も
こ
わ
れ
た
車
間
で
、
小
さ
く
な
っ
て
乗
っ
て
い
た
。
雪
の
降
る
寒
々

と
し
た
村
に
人
目
を
さ
け
る
よ
う
に
真
夜
中
帰
っ
て
き
た
。

日
本
が
外
国
と
戦
争
し
て
、
勝
っ
た
勝
っ
た
と
い
っ
て
五
十
年
、
一
転
し
て
敗
戦
、

軍
隊
の
解
散
平
和
日
本
、
民
主
日
本
の
旗
を
か
か
げ
再
出
発
し
て
五
十
年
、
こ
の
貴

重
な
平
和
は
、
未
来
永
劫
に
続
く
よ
う
に
祈
っ
て
や
ま
な
い
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
半

世
紀
近
い
。
年
毎
に
生
証
人
が
少
な
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。

嘉
瀬
村
か
ら
も
現
役
で
、
あ
る
い
は
召
集
さ
れ
て
戦
地
に
征
か
れ
た
人
た
ち
は
何

百
人
か
何
千
人
か
知
ら
な
い
が
、
戦
死
ま
た
は
戦
病
死
は
百
五
十
人
も
あ
る
の
で
す
。

遺
族
の
中
に
は
村
を
離
れ
た
方
々
も
あ
る
。
嘉
瀬
遺
族
会
〈
伊
藤
正
美
氏
）
は
今
も

毎
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
記
念
日
に
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
る
。
百
人
以
上
あ
っ
た
遺

族
も
今
は
ほ
ん
の
数
え
る
程
度
の
遺
族
よ
り
参
拝
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
何
人
か
ら
も
、
戦
没
者
の
人
名
鑑
を
作
り
た
い
と
提
言
が
あ
っ
た
。

で
も
、
い
ざ
出
す
と
な
れ
ば
、
資
料
集
め
や
、
資
産
の
問
題
も
出
て
来
る
の
は
当
然

で
あ
る
。
結
局
こ
れ
か
ら
の
問
題
と
し
て
時
間
だ
け
は
流
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

隊
の
た
め
別
れ
別
れ

た
だ
「
や
ｌ

で
あ
っ
た
。

横
道
に
そ
れ
た
が
、
教
育
隊
で
の
修
業
は
二
十
年
十
二
月
で
あ
る
の
に
、
急
に
八

月
十
五
日
に
卒
業
式
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
不
思
議
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
午
前
中

（
上
昭
和
町
の
同
級
生
）
と
も
、
ほ
ん
の
瞬
間
的
だ
が
、
会
っ
て
い
る
。
双
方
と
も

」
と
手
を
振
っ
た
だ
け
お
互
に
無
蛎
を
祈
る
だ
け
が
、
せ
い
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
前
年
の
五
月
頃
、
作
戦
中
に
斉
藤
砲
一
さ
ん

小

山
内
嘉
一

郎
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ll
早
春
に
噂
消
え
か
ら
前
代
樅
繩
の
時
節
ま
で
、
川
を
よ
く
干
し
て
か
ら
緋
起
す
れ

ば
、
荒
代
掻
に
い
た
り
土
塊
が
よ
く
く
だ
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
馬
の
疲
れ
が

少
な
い
。
ま
た
小
打
交
り
の
砂
地
の
川
地
は
、
少
々
湿
り
気
の
あ
る
う
ち
に
緋
起
し

一
、
早
春
雪
消
よ
り
種
蒔
込
ミ
時
節
迄
、
田
を
克
く
干
シ
侯
而
打
を
こ
シ
侯
得
は
、

（
１
）

（
２
）
ク
レ
ョ
ク

く
れ
か
き
ニ
い
た
り
墾
克
ク
ダ
ヶ
侯
故
人
馬
の
つ
か
れ
も
少
く
、
随
分
古
田
な
と
の

一
、
苗
代
地
と
申
侯
は
、
何
れ
に
て
も
上
々
田
上
田
之
部
也
。
雪
国
の
蛎
故
、
春

（
１
）
シ
モ
コ
ヘ

雪
き
へ
侍
合
せ
繭
代
栫
へ
相
成
中
さ
す
、
殊
に
祥
に
至
り
糞
壌
導
入
申
侯
而
は
、
苗

ワ
キ

（
ｆ
ナ
ヤ
）

代
沌
止
り
繭
出
来
派
申
侯
。
足
淳
二
付
前
代
ハ
、
前
年
械
付
相
済
侠
否
栫
侭
申
侯
。（

２
）

尤
繭
代
地
柑
処
に
よ
り
、
作
噂
の
浮
薄
戎
ハ
川
水
の
廻
シ
ガ
ｎ
曲
不
ｎ
曲
二
而
遅
か

（
３
）
ア
ン
勺
予
シ
牡
司
へ
フ
ト

つ
ぢ
き
入
、
大
足
に
て
ふ
み
込
、
其
後
よ
く
腐
侯
節
髄
壌
見
合
せ
人
レ
、
戯
碓
立
太

ク
そ
た
て
申
侯
。

（
４
）

尤
植
付
の
頃
ハ
ニ
宋
半
戯
ハ
古
来
よ
り
の
定
一
一
侯
得
共
、
三
束
苗
よ
り
上
二
て
械

侯
へ
は
繭
代
か
れ
無
く
直
に
肥
立
侠
故
、
杣
付
少
々
日
延
に
成
侯
て
も
、
出
か
Ｌ
み

勺
テ
や

稲
の
催
さ
の
み
遅
速
な
く
尺
ヶ
州
穂
共
に
疵
し
く
侯
。

糊
代
地
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ｔ
地
と
し
て
は
上
々
川
か
上
田
の
部
頬

（
１
）

に
幌
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
呼
脚
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
悩
代
ご
し
ら
え
は
拝
に
な
っ

一
■
■
＆
一

一
、
其
田
地
に
よ
り
時
間
遠
近
の
植
様
第
一
農
者
の
鍛
練
可
有
之
侯
亦
。
然
共
大
方

六
尺
壱
歩
江
六
十
四
株
ハ
古
来
の
定
法
。
如
此
な
れ
ハ
大
底
埒
間
八
寸
斗
り
へ
だ
入

り
申
侯
。
す
べ
て
耐
多
く
取
埒
間
近
ク
植
侯
ヘ
ハ
、
一
番
草
取
之
頃
ま
で
ハ
見
事

（
２
）
（
３
）

に
侯
へ
ど
も
、
稲
催
シ
と
節
ハ
格
別
劣
り
申
事
二
侯
。
却
而
秋
出
殻
も
不
足
に
侯
。

さ
て
草
取
に
人
、
其
年
順
不
順
又
ハ
寒
暖
之
気
候
二
よ
り
二
番
よ
り
三
番
に
至

（
４
）

り
、
草
の
取
立
様
次
第
に
て
四
番
草
迄
も
取
申
事
二
侯
。
是
等
ハ
見
合
也
。
併
筒

（
５
）

に
催
シ
申
侯
得
は
筒
イ
タ
ミ
申
侯
故
、
二
番
草
一
一
テ
取
不
申
侯
。
尤
陰
年
は
二
番

草
迄
二
而
其
後
取
不
申
侯
へ
は
、
稲
催
は
か
取
申
も
の
ニ
侯
。
尤
植
付
よ
り
十
七

（
６
）

八
日
廿
日
ほ
と
一
一
而
、
一
番
草
切
二
入
る
節
は
初
伏
の
頃
二
当
る
。
稲
の
も
て
申

侯
は
、
一
番
草
よ
り
土
用
中
頃
迄
の
事
二
侯
。
土
用
過
侯
後
は
も
て
不
申
侯
。

附
、
も
て
と
申
は
四
五
本
六
七
本
と
植
侯
稲
、
十
本
ノ
余
二
も
相
成
申
侯
事
に

侯
。

（
７
）
（
８
）

一
、
暦
末
伏
と
有
之
頃
ニ
ハ
、
稲
走
り
穂
出
し
侯
。
上
作
の
気
候
釣
合
如
此
。
尤
初

苗
代
つ
く
り

田
植
の
事

田
う
ち
に
つ
い
て

苗
代
之
事

田
う
ち
の
事

く
れ

Ｔ
）
く
れ
か
き
代
か
き
の
こ
と
。
〈
２
）
墾
土
塊
の
こ
と
。
〈
３
）
ア
ラ
ク
レ
荒
代
掻
の
こ
と
。

な
お
し
ろ
ご
Ｌ
ら

お
お
あ
Ｌ

（
１
）
苗
代
栫
へ
咋
川
代
を
い
つ
で
も
擶
繩
で
き
る
状
態
に
雛
え
て
お
く
こ
と
。
（
２
）
か
つ
ぢ
き
刈
敷
き
（
草
）
の
こ
と
。
（
３
）
大
足
低
い
歯
の
あ
る
大

そ
く

ふ
た

き
な
ド
駄
。
木
製
の
砕
ｔ
雛
地
川
挫
Ⅲ
（
・
刈
倣
き
を
士
に
施
す
る
の
に
川
い
ら
れ
た
。
図
印
参
照
。
（
４
）
一
一
束
半
苗
手
で
二
か
か
え
半
ぐ
ら
い
の
長
さ
に

な
っ
た
繭
。
大
体
丘
寸
二
几
セ
ン
壬
、
兀
災
て
い
ど
の
繭
。

’

q

て
雪
が
消
え
る
の
待
っ
て
か
ら
取
り
か
か
る
の
で
は
な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
と
に
春
に
な
っ
て
か
ら
下
肥
な
ど
を
入
れ
る
の
で
は
、
苗
代
が
涌
き
あ
が
っ

て
苗
が
生
育
し
か
ね
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
苗
代
は
前
年
に
田
植
え
が
済
み
次
第
に
こ
し
ら
え
て
お
く

の
が
よ
い
。
も
っ
と
も
苗
代
地
は
、
と
こ
ろ
に
よ
り
、
雪
が
深
い
か
浅
い
か
あ
る
い

は
川
水
の
廻
し
か
た
が
間
曲
に
で
き
る
か
自
由
に
で
き
な
い
か
に
よ
っ
て
、
遅
速
が

あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
と
に
か
く
苗
代
ご
し
ら
え
は
、
ま
ず
田
植
え
が
す
ん
で

秀
こ
（
３
）

か
ら
か
つ
じ
き
を
入
れ
て
大
足
で
踏
み
、
そ
の
後
草
が
よ
く
分
解
し
て
か
ら
下
肥
を

適
宜
に
入
れ
て
、
繭
を
太
く
育
て
る
こ
と
を
第
一
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
４
）

も
っ
と
も
、
植
付
け
の
鮒
は
「
二
束
半
苗
」
と
い
う
の
が
、
汁
か
ら
の
き
ま
り
で

は
あ
る
が
、
三
束
繭
よ
り
上
で
植
付
け
れ
ば
、
苗
代
か
れ
が
な
く
そ
の
ま
ま
生
育
す

る
も
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
植
付
け
が
少
々
日
延
び
に
な
っ
て
も
、
出
穂
登
熟
は

そ
ん
な
に
遅
速
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
稲
の
草
丈
も
出
穂
の
時
期
も
蕊
わ
り
が
な

く
、
む
し
ろ
よ
い
の
で
あ
る
。

二
番
打
ち
を
す
る
か
あ
る
い
は
槌
で
土
塊
を
よ
く
砕
い
て
お
け
ば
、
荒
代
掻
が
楽
に

運
ぶ
も
の
で
あ
る
。

な
け
れ
ば
、

砂
地
小
石
交
り
の
田
地
ハ
、
少
々
し
め
り
て
有
之
侯
頃
打
立
不
申
侯
而
は
、
鍬
入
あ

さ
く
勿
論
人
力
も
増
し
申
侯
。

但
シ
植
付
前
村
処
に
よ
り
用
水
廻
り
方
遅
成
侯
処
ハ
、
二
番
打
或
ハ
槌
一
一
而
克
打

（
３
）
ク
ス
ヶ

ク
ダ
キ
申
侯
へ
は
、
ア
ラ
ク
レ
ノ
助
に
相
成
申
侯
。

伏
よ
り
中
伏
之
間
十
日
、
中
伏
よ
り
未
伏
之
間
十
日
廿
日
格
年
也
。
大
躰
初
伏
よ

り
三
十
日
程
一
一
而
、
ほ
さ
き
出
侯
二
出
来
侯
得
は
上
作
に
御
座
侯
。

一
、
二
百
十
日
の
頃
ハ
大
躰
花
納
り
イ
タ
シ
侯
様
ナ
レ
ハ
宣
侯
。
二
百
日
め
二
百
廿

日
の
頃
を
前
十
日
後
十
日
ト
申
侯
て
、
若
シ
此
頃
悪
風
に
て
も
有
之
侯
得
は
大
き

に
稲
を
損
し
ワ
ル
シ
。
シ
サ
イ
ハ
右
十
日
頃
ハ
、
稲
の
花
又
ハ
出
穂
最
中
之
頃
に

当
ル
。
又
後
十
日
ハ
上
作
の
年
ハ
実
入
き
わ
ま
り
侯
故
、
大
風
あ
れ
ハ
こ
ほ
れ
申

（
叩
）

侯
。
稲
苅
立
ハ
秋
彼
岸
一
廻
り
過
侯
而
初
鎌
入
侯
と
申
侯
事
は
、
大
躰
上
作
の
年

ハ
植
付
よ
り
鎌
入
迄
日
数
百
十
日
程
、
中
作
下
作
一
一
而
ハ
苅
立
も
後
れ
、
百
廿
日

又
ハ
三
十
日
程
も
段
々
苅
立
前
後
有
之
侯
事
。

シ
モ
コ
ヘ

ー
、
苗
代
江
下
糞
用
侯
迄
一
一
テ
、
田
へ
し
も
こ
へ
用
侯
事
一
切
無
之
侯
。
田
へ
は
草

ワ
ラ藁

杯
を
牛
馬
に
ふ
ま
せ
、
是
ら
の
ミ
田
の
こ
や
し
に
用
ひ
是
も
夏
こ
へ
冬
こ
や
し

と
入
合
用
ひ
侯
。
右
多
少
見
斗
ひ
用
申
侯
事
こ
や
し
の
ぎ
上
め
克
と
あ
し
き
に
よ

り
侯
故
、
農
業
に
心
を
入
れ
侯
百
姓
ハ
か
く
の
こ
と
し
。

（
皿
｝
ヤ
チ
（
吃
）
サ
ル
ケ

ー
、
萢
地
の
内
に
猿
毛
田
と
申
て
有
之
侯
。
是
ハ
ニ
三
年
の
内
壱
度
春
打
ヲ
コ
シ
克

、
萢
地
の
内
に
猿
毛
田
と
申
て
有
之
侯
。
是
ハ
ニ
三
年
の
内
壱
度
春
打
ヲ
コ
シ
古

ウ
ハ

千
侯
頃
火
を
付
焼
申
侯
得
は
、
上
土
斗
五
六
寸
や
け
灰
に
相
成
申
侯
故
、
其
年
ハ

外
に
こ
や
し
入
れ
不
申
侯
共
随
分
草
生
見
事
に
出
来
申
侯
。
是
等
之
処
一
一
而
田
へ

け
れ
ば
、
鍬
が
浅
く
入
り
人
力
も
増
す
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
植
付
け
前
に
、
場
所
に
よ
っ
て
用
水
の
廻
り
が
遅
く
な
る
と
こ
ろ
で
は
、

へ
９
－

辞
、

’
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「
モ
ク
リ
」
扱
き
を
す
る
。
こ
の
季
節
は
水
が
ま
だ
冷
い
。
棚
早
く
糸
疋
で
。
コ
ロ
ゴ

ば
な
づ
ｎ

口
し
た
ｔ
塊
に
水
が
挫
典
波
っ
て
ゆ
く
川
の
中
を
、
鴨
の
卿
耐
へ
災
い
棒
を
つ
け
て

溌
導
し
て
歩
く
サ
セ
取
り
ば
つ
ら
い
。

堂
ぐ
わ

蝿
は
馬
鍬
を
引
っ
張
っ
て
、
パ
シ
ャ
》
ハ
ジ
ャ
水
し
ぶ
き
を
ｔ
げ
て
歩
く
。
馬
鍬
押

し
の
作
業
も
◇
コ
ロ
ｔ
が
と
げ
て
泥
に
な
る
ま
で
ば
人
礎
な
″
が
い
る
。

川
か
き
作
莱
も
‐
モ
ク
リ
」
芝
，
ラ
ク
リ
」
仕
上
げ
の
「
代
か
き
」
と
・
一
Ｍ
に
↑
皿
．

る
。
代
か
き
し
た
川
に
可
イ
ビ
リ
」
を
摘
っ
て
川
の
炎
面
を
平
ら
に
し
、
水
を
張
っ

て
ｔ
を
鵠
満
か
せ
る
。

ご
が
つ

何
川
か
問
を
お
い
て
、
今
哩
は
川
械
・
え
で
あ
る
。
川
械
・
》
へ
を
「
丘
川
」
と
い
う
。

ご
伊
つ

今
川
は
何
処
の
家
の
江
川
だ
と
一
等
筵
ば
、
そ
の
家
の
川
械
・
》
へ
の
こ
と
を
術
す
。

川
械
え
で
棚
の
い
い
の
は
鮒
取
り
作
業
で
あ
る
。
午
曲
二
時
半
か
山
時
に
は
戯
代

く
Ｊ

』
』
喋
る
。
漁
砿
い
中
で
眺
畔
端
（
又
は
伽
代
近
く
の
窄
地
）
で
火
を
焚
い
て
身
体
を

あ
た
た
め
る
。
戦
前
は
水
附
代
で
あ
っ
た
の
で
、
モ
モ
別
き
姿
〈
後
年
は
徳
氏
靴
）

つ

で
、
ヒ
ザ
ま
で
泥
に
社
か
り
伽
を
取
る
た
め
身
体
は
冷
え
て
《
時
側
も
作
業
を
ず
れ

ふ
た
た

ば
前
代
か
ら
ｋ
っ
て
焚
火
の
Ｍ
９
に
寄
っ
て
棚
ま
る
。
ま
た
、
内
か
ら
川
め
る
た
め

ど
ぷ
ろ
く

入
が

欄
（
叫
時
は
濁
禰
が
多
か
っ
た
）
は
欠
か
せ
な
い
。
身
欠
き
一
一
シ
ソ
に
味
噌
を
つ
け

か
ず

て
噛
り
椚
の
行
に
す
る
。

“
一
寸
今

取
っ
た
仲
川
の
測
っ
た
域
、
帆
八
時
に
は
咋
川
つ
け
（
運
搬
役
）
が
耐
を
逆
び
に
ゆ
く
。

な
え
ｆ

馬
を
利
川
す
る
荷
、
リ
ャ
カ
‐
‐
を
使
う
も
の
、
ま
た
「
ネ
》
ス
〈
繭
賛
）
」
に
入
れ
た

水
の
し
た
た
る
包
み
を
背
に
背
負
う
場
合
も
あ
る
。
腱
道
の
雛
伽
さ
れ
て
い
な
い
川

圃
は
、
他
人
の
川
の
ク
ロ
（
昧
畔
）
を
渡
っ
て
ゆ
く
と
い
う
不
便
な
場
所
も
あ
る
の

だ
。
竹
か
柴
で
編
ん
だ
「
ネ
・
ス
」
に
墜
一
胃
把
ほ
ど
？
川
が
包
ま
れ
る
。
水
か
ら
上

げ
た
ば
か
り
の
苗
は
並
い
。
女
・
子
供
に
は
出
来
な
い
力
の
い
る
作
業
で
あ
る
。

女
た
ち
は
、
五
時
半
に
は
田
に
集
っ
て
苗
つ
け
の
く
る
の
を
持
つ
。

豆
イ
）
を
つ
く
る
。
私
の
家
で
は
、
州
戸
か
几
戸
で
つ
く
る
組
合
．
に
入
っ
て
い

た
と
思
う
。
一
町
・
一
反
〈
災
蘭
的
に
は
繩
延
び
が
あ
る
の
で
↑
町
圧
反
ほ
ど
）
の
川

を
四
川
間
で
樅
え
る
が
、
そ
れ
も
述
統
で
は
な
く
、
繭
の
都
合
、
代
か
き
の
状
況
か

ら
柚
え
る
順
悉
が
誌
し
合
わ
れ
、
雌
初
と
蚊
後
の
柚
え
る
Ⅱ
は
天
候
な
ど
〈
大
雨
強

風
な
ど
は
休
む
。
）
を
勘
案
す
れ
ば
Ｉ
Ｈ
か
ら
・
一
週
間
も
間
を
樅
く
こ
と
に
な
る
。

丘
月
に
入
れ
ば
二
Ｉ
Ｈ
も
・
力
川
も
働
き
“
つ
め
と
い
う
の
で
体
″
を
維
持
す
る
た

め
の
食
蛎
づ
く
り
も
大
変
で
あ
る
。
料
理
人
と
い
わ
れ
、
料
即
を
得
意
と
す
る
人
が
、

ご
ち
そ
う
・
つ
く
り
に
頼
ま
れ
て
歩
く
。
｜
」
う
い
う
人
は
、
五
川
だ
け
で
な
く
、
祝
言

〈
結
幡
式
）
や
葬
式
の
法
椛
な
ど
に
も
帆
ま
れ
て
歩
く
の
で
あ
る
。
そ
の
日
の
人
数

を
考
え
て
鮮
魚
の
仕
入
れ
、
野
菜
の
鋼
達
、
献
立
表
は
頭
の
中
に
あ
る
。

五
月
に
は
ど
ん
な
ご
ち
そ
う
が
川
る
の
だ
ろ
う
か
、
記
憶
を
呼
び
戻
し
て
み
よ
う
。

先
ず
、
あ
ず
き
め
し
（
赤
飯
）
は
丘
川
に
は
無
く
て
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
田

の
神
様
に
供
え
、
盟
作
を
祈
る
た
め
大
蛎
な
も
の
で
あ
り
、
田
械
え
初
め
に
は
親
戚

あ
ず
ざ

や
隣
り
近
所
、
知
人
に
も
配
る
。
あ
ず
き
め
し
は
、
も
ち
米
三
升
に
煮
た
小
豆
を
茶

碗
二
杯
ほ
ど
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
塩
、
砂
糠
を
入
れ
小
豆
の
ゆ
で
汁
で
し
と
り

さ
Ｌ

を
打
ち
藤
す
。
こ
の
ほ
か
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
稚
の
目
に
切
っ
た
も
の
を
入
れ
た
り
、

。
コ
マ
を
振
り
か
け
ま
ぜ
た
り
、
酒
を
入
れ
隠
し
味
に
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
、

そ
の
家
の
、
又
は
料
理
人
の
特
色
を
出
す
の
で
あ
る
。

し
だ
ら

○
煮
豆
〈
砂
糖
か
け
豆
）
○
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ね
り
こ
み
○
ふ
き
の
で
ん
ぶ
○
干
鱈

と
ふ
き
の
煮
つ
け
○
い
か
す
し
○
カ
レ
イ
の
煮
つ
け
○
鱈
の
塩
焼
（
焼
魚
）
○
刺
身

○
長
芋
の
三
杯
酢
○
ホ
ウ
レ
ソ
草
の
お
ひ
た
し
○
サ
サ
ゲ
の
で
ん
ぶ
○
大
菜
の
漬
物

○
二
十
大
根
の
浅
演
○
豆
腐
汁
等
は
一
般
的
な
、
何
処
の
家
で
も
出
さ
れ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

苗
取
り
は
十
時
か
十
一
時
に
は
上
る
。
炊
事
担
当
者
は
、
苗
取
り
へ
の
食
事
の
準

そ
の
前
夜
水
を
切
っ
て
陵
い
た
川
に
繩
が
張
ら
れ
、
連
ば
れ
て
き
た
繭
は
水
が
い
つ

せ
き

ぱ
い
の
堰
に
入
れ
て
泥
を
岨
に
椿
し
た
の
を
、
腱
に
ド
げ
・
た
鮒
篭
に
入
れ
て
、
女
た

ち
は
張
ら
れ
た
繩
に
沿
っ
て
柚
え
つ
け
て
ゆ
く
。

繩
張
り
役
は
・
一
人
必
喫
で
、
こ
れ
は
小
学
化
で
も
出
来
る
が
、
オ
サ
の
火
き
い
川

か
た

の
場
合
は
、
泥
に
ま
み
れ
た
縄
が
噸
く
な
り
″
を
甥
す
る
。
繩
張
り
役
も
唖
（
押
し

か
た

剛
）
が
出
来
て
か
ら
お
役
》
」
免
に
な
っ
た
。
型
こ
ろ
が
し
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
柚
え

た
川
は
、
縦
、
幟
が
揃
っ
て
キ
レ
ィ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
田
の
唯
取
り
の
際
も
機
械

作
業
が
楽
に
な
っ
た
。

戯
取
り
た
ち
は
、
そ
の
Ｎ
に
柚
え
る
伽
械
を
汁
算
し
て
卜
時
ご
ろ
ま
で
に
は
必
甥

放
の
紬
を
取
り
終
る
。

Ｌ
ご
く

川
柚
時
は
領
概
休
″
を
消
耗
す
る
の
で
、
食
州
は
ハ
ラ
ェ
テ
ィ
に
と
ん
だ
献
血
が

川
恵
さ
れ
、
川
に
四
Ｍ
か
八
Ｍ
も
喰
ゞ
へ
る
こ
と
に
な
る
。
小
喉
校
も
川
械
え
休
み
が

何
川
か
あ
っ
て
、
小
学
生
の
尚
学
年
に
な
れ
ば
、
サ
セ
取
り
と
か
鮒
述
び
の
リ
ヤ
カ
ー

州
き
、
繩
張
り
、
繭
洗
い
な
ど
齢
働
″
の
一
つ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
女
の
ｊ
も

炊
伽
の
雁
伝
い
や
．
↑
守
り
な
ど
、
一
家
は
特
働
き
ｆ
だ
っ
た
。

特
に
言
」
ち
そ
う
作
り
に
は
〃
を
入
れ
、
飯
炊
き
呼
門
に
二
人
か
一
一
人
の
典
が
刈
り
、

ｆ
守
た
ち
を
補
助
に
使
い
な
が
ら
、
繭
代
へ
の
食
蛎
、
川
Ⅲ
へ
の
小
嶋
、
旙
食
と
音
」

ち
そ
う
作
り
に
忙
し
い
。

一
例
を
雑
げ
れ
ば
、
一
Ⅲ
血
反
歩
（
約
八
○
ア
ー
と
の
川
械
え
と
す
る
と
し
よ

う
。
他
え
手
が
六
人
か
上
人
、
繭
取
り
三
人
、
繩
張
り
二
人
、
繭
つ
け
一
人
、
族
配

人
一
人
群
の
人
数
は
雌
少
限
度
必
喫
で
、
大
川
作
り
は
虹
に
引
き
統
き
柚
え
る
川
の

代
扱
き
の
サ
セ
取
り
、
馬
鍬
押
し
の
二
人
を
加
え
る
と
少
く
と
も
一
下
人
分
の
食
蛎

の
支
嘆
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
人
手
を
確
保
す
る
た
め
に
は
お
互
い
労
働
交
換
す
る
た
め
の
組
合
。

田
他
え
女
た
ち
も
午
後
の
二
時
か
三
時
に
は
そ
の
日
の
分
を
植
え
終
る
。
一
度
家

へ
帰
っ
て
夕
飯
の
五
時
頭
ま
で
に
は
間
が
あ
る
の
で
、
畑
の
手
入
れ
を
し
た
り
洗
耀

や
い
ろ
い
ろ
雑
務
を
行
な
う
。
夕
飯
に
よ
ば
れ
る
時
に
は
満
物
を
着
祷
え
て
ご
ち
そ

う
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
供
た
ち
を
連
れ
て
お
膳
に
座
る
の
で
あ
る
。

嘉
瀬
地
区
の
剛
械
え
時
期
は
五
月
中
旬
か
ら
六
月
の
中
旬
ま
で
か
か
る
。
耕
地
整

理
地
区
が
用
水
の
関
係
で
六
月
以
降
に
な
る
の
が
多
い
。
内
川
が
一
悉
草
〈
除
草
）

を
取
っ
て
い
る
時
に
、
長
く
伸
び
す
ぎ
た
苗
を
馬
の
背
に
、
耕
地
整
理
の
田
植
え
が
、

始
ま
る
の
で
あ
る
。

田
植
え
が
終
れ
ば
「
さ
な
ぶ
り
」
休
み
に
な
る
。

近
く
の
町
村
で
は
金
木
の
蒔
田
部
落
の
さ
な
ぶ
り
が
一
番
早
く
、
丘
月
の
未
に
は

太
鼓
の
音
が
聞
え
て
く
る
。
夕
方
に
な
れ
ば
虫
送
り
の
太
妓
の
練
習
だ
。
嘉
瀬
は
六

月
に
入
っ
て
か
ら
さ
な
ぶ
り
に
入
る
。

虫
送
り
は
青
年
団
が
主
体
で
行
な
う
。
先
ず
古
老
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ワ
ラ
で

虫
を
つ
く
る
。
大
き
な
虫
、
小
さ
な
虫
と
何
体
も
の
虫
を
作
る
。
大
き
い
虫
は
占
町

ひ
の

の
樋
口
の
大
木
に
掛
け
ら
れ
小
さ
な
む
し
は
村
の
端
々
の
道
路
端
に
虫
除
け
の
お
札

と
共
に
置
か
れ
る
。

か
Ｌ
ら

毎
年
さ
な
ぶ
り
前
に
虫
祭
り
行
事
を
取
り
行
な
う
岩
苫
頭
を
選
む
。
嘉
瀬
は
県
道

を
は
さ
ん
で
西
側
を
古
町
組
、
東
側
を
派
立
組
と
二
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
若
者

頭
を
中
心
に
若
者
宿
に
集
り
虫
祭
り
行
事
の
秘
策
を
練
る
。
当
日
は
朝
早
く
か
ら
大

太
鼓
の
音
が
響
き
渡
る
。
リ
ヤ
カ
ー
に
大
虫
を
乗
せ
て
鉦
、
笛
、
太
鼓
に
合
わ
せ
、

獅
子
踊
り
な
ど
も
繰
り
出
す
。
若
者
た
ち
に
よ
る
大
名
行
列
は
馬
に
乗
っ
た
若
者
頭

が
殿
様
に
な
る
。

伽
か
ら
旧
剛
へ
子
守
り
た
ち
へ
持
た
せ
て
や
る
追
加
の
お
か
ず
作
り
な
ど
人
忙
し
で

あ
る
。
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